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農薬汚染布 の洗浄性に関する検討
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【目的】近年、農薬は環境ホルモンの一つとして話題になり、微量であってもその使用に

は十分な注意が必要とされる。　しかし、ゴルフ場や一般家庭での家庭菜園などで使用した

農薬は、日常の衣類への付着が容易であり、他の衣料と共に家庭で洗濯されることが多い。

しかし、通常の洗濯の場合、繊維の種類によって農薬の除去性が異なったり、再汚染した

りすることが予想される。さらに、その残留量が微量であっても皮膚などの接触による人

体への影響が懸念される。そこで、前報1)に続いて、本報告では、安全で効率の良い洗浄

方法を検討するため、除去性の悪かったポリエステル布を中心に検討を行った。

【実験方法】試布はポリエステルタフタ（中尾フィルター工業KK製）、農薬は残留試験用

標準サリチオン（和光純薬工業KK製）、洗浄溶剤は主にアルコール系、ドライクリーニン

グ溶剤等（和光純薬工業KK製）を使用した。汚染布はサリチオン50ppinの汚染浴中で調製し

た。洗浄方法は各溶剤に汚染布を浸潰して行った。洗浄布をアセトン溶媒で4o℃、48時間

抽出し、その抽出液中の農薬量をガスクロマトグラフで定量し、残留農薬量を測定した。

【実験結果】水系洗浄では、20 °Cにおいては非イオン界面活性剤による効果が高く、40 °C

ではアニオン性界面活性剤のLASの効果が高くなった。　しかしこれらの洗浄率は、最高でも

約60％と綿布やナイロン布のような高い除去率を得ることができなかった。そこで、非イ

オン系で効果があることからアルコール類やドライクリーニング溶剤を用いて除去性を検
討した。20 ℃での除去効果は、トルエンや酢酸エチルで認められ、アルコールの中ではメ

タノールが効果があった。i 馴、剱;平成10年鰍雄社孵靫鯖好骸、F85（1998、m ）
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2 Ka- 1 カーボンファイバーの黒鉛化過程における構造変化と力学特性

゜ 徐　 春叶、゜松生　 勝 （奈良女大生活環境）

1.目的　高強度一高弾性率繊維の開発に向けて、炭素繊維の弾性率の熱処理温度

との関係についての報告は数多く見られても、弾性率の温度依存性については、そ
の報告は少ない。そこで、本研究は炭素繊維の力学特性の温度依存性並びに炭素繊

維内のボイドの状態について検討を加えた。　2.実験方法　アクリル繊維、炭化、

黒鉛化と処理条件の異なる炭素繊維の複素弾性率の温度依存性ならびに炭素繊維内

のボイドの評価をX線小角散乱により測定し、その実験的に求まる結果との比較を
ボイドを楕円形と仮定し、その形状との関係で検討した。　3.結果と考察　貯蔵弾

性率は60 ℃以上で急激に低下した。この現象は炭素繊維の使用用途にある警告を
発するデータである。この原因は常温で試料に歪まない三角関数波の応力や歪みを

与えるためには、初期荷重として通常の高分子材料に与えるよりもはるかに大きな

負荷が必要となり、このため高温では急激な弾性率の低下を及ぼすこととなった。
しかし通常のこのような負荷は炭素材料には負荷されないため、この事実に検討が

加えられることがなかった。なお、一度高温にした試料を冷却して、もう一度同じ

実験を繰り返すと同じ挙動が得られることを確認した。ボイドの評価には、長軸と

短軸の長さの比に分布がある楕円形をした数個のボイドからの、×線散乱のモデル
計算を散乱角と方位角との関係として求め、測定される像との比較検討を行った。

その結果、長さの比の分布の選択により計算される像は異なるが、その比の最大分

布を10 にしたガウス関数を選択すると実験結果とよく一致した。
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